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2紀州農語り 2

作
業
効
率
化
で
面
積
拡
大
、
収
量
ア
ッ
プ
！

自
分
に
し
か
作
れ
な
い
も
の
作
り
を
目
指
す

【
に
ん
に
く
】

にんにく35a、ブロッコリー20a、

ハウスナス9a、水稲70a、

柑橘類40aを栽培

しています。

由良町吹井

濵野　一
かず　ひろ

宏さん（43才）



3 紀州農語り

由
良
町
の
に
ん
に
く
栽
培
は
、
昭
和
43
年
か

ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
栽
培
面

積
20
㏊
、
年
間
出
荷
量
200
ｔ
で
日
本
一
を
誇
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
価
格
の
安
い
中
国
産
に

押
さ
れ
、
温
州
ミ
カ
ン
へ
の
改
植
が
進
む
な
ど

で
、
近
年
は
面
積
3
㏊
、
出
荷
量
約
20
ｔ
に
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
産
地
復
活
を
目

指
し
、
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
ま
で
、
に
ん
に
く
は
輸
入
品
が
主
で

し
た
が
、
近
年
は
国
産
を
選
ぶ
企
業
や
消
費
者

が
増
加
し
て
お
り
、
市
場
価
格
も
安
定
し
て
い

ま
す
。

一
宏
さ
ん
が
就
農
し
た
頃
、
に
ん
に
く
の
栽

培
面
積
は
約
15
ａ
で
し
た
が
徐
々
に
面
積
を
増

や
し
、
今
年
、
35
ａ
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。「
高

品
質
な
に
ん
に
く
が
で
き
る
と
嬉
し
く
、
も
っ

と
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

と
」
話
し
ま
す
。

9
月
中
旬
頃
か
ら
土
作
り
を
し
て
、
畝
を
立

て
、
播
種
し
ま
す
。
発
芽
後
に
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
マ
ル
チ
を
敷
き
、
穴
を
あ
け
て
芽
を
外
へ
出

し
ま
す
。
播
種
後
に
は
雑
草
も
生
え
始
め
る
た

め
、
雑
草
の
除
去
も
行
い
ま
す
。
収
穫
は
4
～

5
月
頃
。
数
年
前
か
ら
、
一
宏
さ
ん
は
友
人
な

ど
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
忙
し
い
収
穫
時
期
を

乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
作
業
に
慣
れ
た
信
頼
お

け
る
友
人
の
お
か
げ
で
、
作
業
効
率
は
こ
こ
数

年
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。
ま

た
、
従
来
は
出
荷
用
の
ネ
ッ
ト
に
数
個
ず
つ
詰

め
て
出
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
カ
ゴ
詰

め
出
荷
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
労
力
も
か
な

り
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
一
宏
さ
ん
は
、
新
し
い
肥
料
で
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
従
来
は
、
定
植

前
の
元
肥
と
、
生
育
中
に
追
い
肥
を
施
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
試
験
で
は
定
植
前
1
回
の
施
肥

で
良
い
肥
料
（
一
発
肥
料
）
を
施
用
し
ま
し
た
。

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
収
穫
時
期
は
変
わ
り
な
く
、

一
発
肥
料
の
ほ
う
が
品
質
の
良
い
も
の
が
収
穫

で
き
ま
し
た
。
肥
料
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
作
業

労
力
の
軽
減
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
品
質
向
上
と

い
う
結
果
と
な
り
、
現
在
は
ま
だ
試
験
段
階
で

す
が
、
今
後
は
部
会
全
体
で
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
話
し
ま
す
。
細
か
な
作
業
が
多
い
に
ん

に
く
栽
培
で
す
が
、
作
業
が
楽
に
な
れ
ば
、
新

規
栽
培
者
も
取
り
組
み
や
す
い
の
で
は
、
と
感

じ
て
い
ま
す
。

農
業
以
外
に
も
、
陸
上
教
室
の
監
督
や
由
良

町
教
育
委
員
な
ど
多
く
の
役
を
務
め
、
忙
し
い

日
々
を
送
る
一
宏
さ
ん
。「
農
業
は
計
算
通
り
に

い
か
な
い
。
毎
年
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
の
よ

う
で
、
そ
う
で
は
な
い
か
ら
楽
し
み
が
あ
る
。

農
業
に
自
然
災
害
は
つ
き
も
の
。
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、
い
か
に
良
い
も
の
を
作
る
か
。
マ

イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
て
、
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
。
良
い
も
の
が
で
き
た
ら
、
次
は
も

っ
と
良
い
も
の
を
作
り
た
い
。
到
達
地
点
は
な

く
、
現
状
に
満
足
せ
ず
向
上
心
を
持
つ
こ
と
で

成
長
し
続
け
る
。
た
だ
単
に
作
る
の
は
、
誰
に

で
も
で
き
る
。
自
分
に
し
か
作
れ
な
い
も
の
を

作
り
た
い
。
自
分
に
と
っ
て
農
業
は
終
わ
り
な

き
戦
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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由
良
町
の
に
ん
に
く
栽
培

忙
し
い
日
々
の
中

一
宏
さ
ん
に
と
っ
て
農
業
と
は
…

細
か
な
作
業
が
多
い
に
ん
に
く
栽
培
。

作
業
の
効
率
化
に
取
り
組
む
！
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ＪＡ紀州営農指導員研究活動成果発表大会

組合員の所得向上と地域農業の振興は私達が実践します‼
　

2
月
1
日
、
Ｊ
Ａ
紀
州
営
農
対
策
部

は
、
第
2
回
と
な
る
営
農
指
導
員
研
究

活
動
成
果
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
紀
州
の
営
農
指
導
員
16
人
が
花
き

花
木
、
果
樹
、
野
菜
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
物
の
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
研

究
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
実
用

性
、
着
眼
点
、
デ
ー
タ
性
、
発
表
力
を

審
査
し
、
優
秀
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞

　
い
な
み
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
　

田
中
　
俊
史
（
中
央
）

■
優
秀
賞

　
日
高
川
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
　

寺
口
　
　
徹
（
左
）

　
御
坊
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
　

湯
川
　
美
佐
（
右
）

中井 倫代（いなみ） 萩野 翔大（みなべ） 土井　開（日高）  東　裕嗣（みなべ）

廣澤 健仁
（みなべ）

近田 勝紀
（日高川）

浜田 光弘
（日高川）

勝本　卓
（いなみ） 

平野 吉浩
（いなみ） 

福居　卓
（御坊）

白井 伸和
（日高）

阪本 泰久
（御坊）

第２回

大野 隆之
（いなみ）
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業
務
用
レ
タ
ス
販
売
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

レ
タ
ス
の
市
場
相
場
は
不

安
定
で
、
安
定
し
た
農
業
経

営
を
目
指
す
農
家
に
と
っ
て

支
障
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
業
務
用
向
け
レ
タ
ス
の
産
地
開
発
と
経
営
安
定
の
確
立
を

目
的
と
す
る
。

１
㏊
当
た
り
25
ｔ
収
穫
規
模
で
の
取
り
組
み
を
計
画
し
、
栽

培
品
種
・
栽
培
技
術
体
系
の
確
立
の
た
め
、
栽
培
試
験
、
栽
培

指
針
・
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

結
果
、
栽
培
面
で
は
従
来
品
種
よ
り
収
量
性
の
高
い
品
種
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
販
売
面
で
は
収
穫
時
期
予
想
と
数
量

予
約
が
非
常
に
重
要
。
生
産
者
と
連
携
し
、
週
単
位
で
の
出
荷

先
へ
の
的
確
な
情
報
発
信
、
計
画
出
荷
で
き
る
体
系
作
り
に
取

り
組
み
、
レ
タ
ス
の
産
地
開
発
と
経
営
安
定
の
確
立
を
目
指
す
。

農
地
の
有
効
活
用
に

向
け
た
取
り
組
み

日
本
の
耕
作
放
棄
地
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
い
か
に
有
効
活
用
し
て

い
く
か
が
緊
急
課
題
の
ひ
と

つ
。２
０
１
３
年
、農
水
省
に
よ
り
農
地
の
一
時
転
用
に
お
け
る

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
営
農
型
発
電
設
備
）が
認
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
耕
作
放
棄
地
へ
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
、
そ
の

下
で
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
で
農
地
の
有
効
活
用
を
目
指
す
。

栽
培
品
目
は
千
両
。
排
水
の
良
い
腐
植
に
富
む
酸
性
土
壌
に

適
し
た
低
木
で
、
日
陰
～
半
日
陰
が
最
適
環
境
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
下
で
の
栽
培
に
大
い
に
期
待
で

き
る
。
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
、
平
成
28
年
12
月
、
親
株
に
実

を
つ
け
た
千
両
を
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
さ
ら
な
る

収
量
・
品
質
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
栽
培
技
術
の
向
上
に
努
め
る
。

　
山
ノ
内
利
浩
指
導
員

み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
　

昨
年
2
月
の
第
1
回
Ｊ
Ａ
紀
州
営
農
指
導
員
研
究
活

動
成
果
発
表
大
会
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
山
ノ
内

利
浩
指
導
員
は
、
県
と
近
畿
の
大
会
で
も
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
今
年
2
月
23
・
24
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た

「
２
０
１
６
年
度
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
実
践
全
国
大
会
」（
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
主
催
）
に
近
畿
地
区
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
８
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
と
も
に
事
例
発
表
を
行
い
、
山
ノ
内

指
導
員
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
発
表
内
容

「
梅
農
家
へ
の
複
合
経
営
推
進
と

産
地
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

高
糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
に
お
け
る
CO2
施
与

現
地
試
験
経
過
報
告

管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
（
キ
ャ
ロ
ル
7
、

ア
イ
コ
）
に
お
い
て
、
CO2
施
与
が
生
育
や
収
量
、
果
実
品
質

に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
た
。

調
査
は
2
地
区
の
園
地
で
行
い
、
収
量
、
果
実
サ
イ
ズ
、

品
質
、
生
育
ス
ピ
ー
ド
な
ど
7
項
目
を
調
べ
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
収
量
は
や
や
増
加
（
3
～
7
％
）。

要
因
は
①
節
数
増
加
が
早
い
②
果
実
の
成
熟
日
数
が
早
い

③
果
実
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の

課
題
は
収
量
増
加
に
合
わ
せ
た
養
水
分
管
理
技
術
の
確
立
、

換
気
が
多
く
な
る
時
期
の
施
与
方
法
、
温
風
に
よ
る
病
害

対
策
な
ど
。
平
成
29
年
度
の
試
験
計
画
と
し
て
は
継
続
し

て
CO2
効
果
を
調
査
し
、
裂
果
や
根
張
り
の
確
認
、
開
花
数
の

確
認
を
調
査
項
目
に
追
加
す
る
。

CO2
施
与
は
収
量
増
加
、
草
勢
維
持
な
ど
に
大
き
な
効
果
を

期
待
で
き
る
が
、
当
産
地
の
よ
う
な
高
糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
の
場
合
、
施
与
方
法
を
良
く
考
え
な
い
と
果
実
内
容

の
低
下
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
今
後
当
産
地
で
普
及
す
る

た
め
に
は
、
高
糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
に
合
っ
た
機
器
の

選
定
や
施
与
技
術
確
立
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

最 優 秀 賞

優
秀
賞

全
国
大
会
　
優
秀
賞
‼

日高川営農販売センター

寺口　徹
御坊営農販売センター

湯川　美佐

いなみ営農販売センター

田中　俊史

▲全国大会で発表した山ノ内指導員

発表内容を抜粋してご紹介します
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節分豆まきイベント
A コープ各店舗にぎわう

２月 3日、毎年恒例の節分豆まきを、常勤役員と担当職員が中心となって、Aコープかわべ店、ひだか店、ゆら店、

みなべ店、いなみ店の 5店舗で行いました。豆のほか、当日限りのお買い物券つきの商品等もまき、たくさんのお客様

で賑わいました。

JA グループ和歌山は
ジュニア駅伝を応援しています！

２月 19日、第 16 回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開かれました。JAグループは大会を支援・協賛し

ています。JA紀州からは、JA管内の７市町村の選手達にエールを送り、マフラータオルと『tomato-ume』を贈呈し

ました。

トピックス   JA kishu 2017 TOPIX

▲いなみ店

▲由良町

▲ゆら店

▲日高町

▲ひだか店

▲みなべ町

▲みなべ店

▲美浜町

▲かわべ店

▲日高川町

結　果（JA 紀州管内）
４位 御 坊 市
11位 み な べ 町
14位 美 浜 町
15位 印 南 町
16位 日 高 町
18位 日 高 川 町
22位 由 良 町



7 トピックス

第 1 回花き品評会
日高地方の花き103点集まる！

２月 10日、日高地方花き連合会は、がいなポートで花き品評会を初

開催しました。花の一大産地である当地域ですが、品評会等が少なく、

生産者の意識向上並びに意見・技術交換の場にすることを目的に開催し

ました。日高地方の主要品目であるスターチス、カスミソウ等を中心に、

御坊市・印南町・由良町・日高川町から 14品目 103 点の出展がありま

した。連合会、ＪＡ紀州、県農業試験場、暖地園芸センター、日高振興

局の職員ら 6人が審査し、金賞 3点、銀賞 5点、銅賞 7点の計 15 点

を選出し、生産者を表彰しました。

また、翌日の 11日にはロマンシティ 1階催事場に、出展された花き

類を展示した後、訪れたお客様に花束にして無料配布しました。

全国ウメ生産者女性サミット2017inみなべ
女性200人が交流深める！

2 月 20・21 日、「全国ウメ生産者女性サミット 2017in みなべ」がみなべ町の紀州南部ロイヤルホテルで開かれました。

（同実行委員会、みなべ町主催、農林水産省、和歌山県、JA紀州後援）全国各地から約 200 人の女性が参加し、シンポ

ジウム、情報交換会、現地視察などを通じ、親睦を深めました。

各産地で抱える課題を共有し、女性の感性を反映させた地域振興や商品開発などで消費拡大や梅産地の活性化を図る

ことが目的。第 1部のシンポジウムでは、チョーヤ梅酒㈱の金銅俊二専務取締役が「中小企業のグローバル化」につい

て講演。参加型交流会では、㈱Hバンブーカットの竹内順平さんと切替瑶太さんがコーディネーターをつとめ、「梅干

しの可能性を広げる」をテーマに参加者らは梅干しの魅力について語り合いました。第 2部の情報交換会では、「みなべ

UMEガールズコレクション」と称して、農作業着をファッションショー風に紹介し、会場を盛り上げました。21日に

は現地研修会があり、うめ振興館、県うめ研究所、奥みなべ梅林「受領の里」などを視察しました。来年は茨城県で開

催が決定しています。

前田　吉一さん（野島）スターチス／ブルートレビ
池田　奈保子さん（津井）カスミソウ／アルタイル
尾曽　紀文さん（印南原）キンギョソウ／レジェイエロー

金　賞

芝本　貴史さん（楠井）ガーベラ
藏光　敏章さん（松瀬）SPカーネーション
中野　貴史さん（上野）トルコキキョウ
片山　弘さん（門前）スプレーギク
津村　剛志さん（津井）スターチス

銀　賞

鈴木　章博さん（楠井）スターチス
浜田　正さん（野島）カスミソウ
山本　修功さん（楠井）バラ
尾曽　匠さん（印南原）SPカーネーション
菊地　康記さん（楠井）テマリソウ
堀　幸代さん（古屋）スイートピー
菊地　勝さん（楠井）ダリア

銅　賞

▲︎品評会の様子

▲︎金賞を受した（写真左から）前田さん、
　池田さん、尾曽さん



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】自分に自信が持てる時期です。積極的に自己アピールを。温めていたプランを実行に移してみるのも良い結果に　
【健康運】腰が重くなりそう。まめに動きましょう　【幸運を呼ぶ食べ物】ウド牡羊座 3/21〜
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2 月 4・5 日、沖縄県の那覇市奥武山公園で行われ

た「おきなわ花と食のフェスティバル 2017」に参加し、

『tomato-ume』を販売しました。今年で 7回目の参加

となり、リピーターも増加しています。大変好評で商品

2000 個を完売しました。梅干の料理方法レシピ、効能性

パンフレットなどを配布し、梅干しの消費拡大に努めま

した。

沖縄で『tomato-ume』販売
産地 PR で梅干し消費拡大へ

2 月 5 日、第 11 回日高川町農業祭「あしたに希望　

大地に感謝」が日高川町農村環境改善センターと川辺西

小学校体育館などで開かれました。農林産物品評会には

835 点の出品がありました。農産物の販売、展示コーナー

や体験ブース、農

地相談会など、多

くのお客様が訪

れ、賑やかな 1日

となりました。

第 11 回　日高川町農業祭
あしたに希望　大地に感謝！

1 月 26・27 日、大阪府堺市の大泉小学校、市小学校

の 2校で出前授業を行い、JA職員 4人が講師を務めま

した。JA紀州管内で作られている梅や豆について説明し、

うすいえんどうの皮むき大会、梅ジュース作り体験をし

て、農産物に親しんでもらいました。

大阪で出前授業！
梅と豆について学ぶ

1 月下旬、みなべいなみミニトマト部会、みなべいな

み梅部会、みなべいなみ豆部会は、印南町内の 8小中学

校に、ミニトマト『優糖星』、ウスイエンドウ、キヌサヤ

エンドウ、梅酢を提供しました。地元農産物について知り、

親しんでもらうために取り組んでいます。提供した農産

物は、各小中学校の給食に使用されました。

印南町内の小中学校に
ミニトマト、豆、梅酢を提供！

▶︎
　１月 24 日、
梅酢を使った
からあげ、豆、
ミニトマトが
給食に並んだ
印南小学校



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�誰にでも優しく接することができ、周囲の人から慕われます。面倒見の良さを発揮して。半身浴や足湯にツキ　
【健康運】疲れをため込みやすい。気晴らしが必要　【幸運を呼ぶ食べ物】カブ牡牛座 4/20～
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2 月 14 日、㈱チョーヤ梅酒と JA紀南、JA紀州（旧

JAみなべ、旧 JA和歌山いなみ）で始まった梅の特別（減

農薬）栽培が 20周年を迎え、現地視察と紀州南部ロイヤ

ルホテルで研修会、記念式典を開き、関係者約 100 人が

出席しました。㈱チョーヤ梅酒が「こだわりの梅酒作り」

を提案し、農薬の軽減、環境負荷を減らす取り組みがス

タートしました。生産者の栽培基準は、農薬の使用回数

が慣行栽培の半分、使用する肥料は 100％有機質のもの、

除草剤は使用しない等です。研修会では、JA紀州みなべ

営農販売センターの廣澤健仁指導員が、JA紀州の梅減農

薬栽培研究会のこれまでの取り組みを発表しました。

JA 紀南、JA 紀州　梅特別栽培研究会
㈱チョーヤ梅酒と共に歩んだ20 年

2 月 8 日、JA 紀州は県防犯協議会連合会に、青パト

（青色回転灯装備自主防犯活動用自動車）に搭載するドラ

イブレコーダーと、青パトに貼り付けるマグネットシー

トを贈呈しました。JA共済が取り組む活動の一環で、安

全・安心な地域づくりに向けて、地域で活動している青

パトの安全な運行および防犯ボランティア活動の支援を

目的としています。今回贈呈したドライブレコーダー 29

台、「ドライブレ

コーダー録画中」

と書かれたマグ

ネットシート 58

枚は、御坊警察

署管内のボラン

ティア団体など

9 団体に活用し

て頂きます。

青パトにドライブレコーダー・
マグネットシートを贈呈

2 月 9日、JAながみねの次本圭吾組合長を含め役職員

4人が当 JAのとくし丸事業の視察に訪れました。日高川

町で販売現場を見学し、事業について研修会を実施しま

した。

とくし丸事業　
視察受け入れ

▲現地視察（JA紀南提供） 

▲研修会 ▲ＪＡ紀州 廣澤健仁指導員

2 月 13 日、第 6回目の講座『聖バレンタインデー♥手

作りケーキに挑戦！』を開き、受講生 14人が参加しまし

た。ヤナギヤのオーナー宮所忠喜さんに講師を務めてい

ただき、チョコとベリーのバレンタインケーキ作りに挑

戦しました。コツやポイントを教えてもらい、スポンジ

作りからデコレーションまで協力しながら取り組み、ひ

とり 1ホールのケーキを完成させました。

輝く女性に！
女性大学『ヴィーナス』第6回



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�好奇心が旺盛になる気配。興味を引かれることがあれば、前向きにトライして。趣味や習い事に励むのも正解　
【健康運】不規則な生活になりがち。節制すること　【幸運を呼ぶ食べ物】もずく双子座 5/21〜
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＊�

水
和
硫
黄
剤
は
、
4
月
下
旬
以
降
は
薬

斑
が
残
る
の
で
使
用
し
な
い
で
下
さ

い
。

＊�

多
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
ア
ビ
オ

ン

－

E　

1,000
倍
を
加
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
か
い
よ
う
病
に
つ
い
て

　

か
い
よ
う
病
菌
は
、
気
温
12
～
13
℃
以

上
で
増
加
し
、
強
風
雨
が
あ
れ
ば
特
に
発

生
が
多
く
な
り
ま
す
。
マ
イ
シ
ン
剤
の
効

力
は
7
日
間
程
度
と
短
い
た
め
、
降
雨
前

の
散
布
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。
か
い
よ
う

病
の
防
除
で
最
も
効
果
の
高
い
の
は
、
防

風
ネ
ッ
ト
や
防
風
垣
の
設
置
で
す
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
多
発
園

　

タ
マ
カ
タ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
多
発
園

（
黒
色
の
粒
状
の
虫
が
枝
裏
に
付
着
）
や

ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
多
発
園
は
4
月

中
下
旬
に
手
散
布
で
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
1,000
倍
／
収
穫
7
日
前
）
を
散
布
し

て
下
さ
い
。

ハ
ダ
ニ
多
発
園
（
4
月
上
中
旬
）

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
防
除
の
場
合
は
ニ
ッ

ソ
ラ
ン
水
和
剤
（
3,000
倍
／
収
穫
7
日
前
）

を
散
布
し
て
下
さ
い
。
ハ
ダ
ニ
は
抵
抗
性

が
つ
き
や
す
い
た
め
、
多
発
園
以
外
は
で

き
る
だ
け
散
布
し
な
い
で
下
さ
い
。

ホ
ウ
素
供
給

　

4
月
上
旬
～
5
月
上
旬
ま
で
、
ホ
ウ
素

供
給
と
し
て
葉
面
散
布
剤
（
ヨ
ー
ヒ
B5
又

は
プ
ラ
ム
エ
ー
ス
）
800
倍
を
数
回
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

薬
害
に
つ
い
て

　

梅
は
単
用
散
布
で
も
品
種
・
散
布
時
の

気
温
・
天
候
・
果
実
の
熟
度
等
に
よ
り
薬

害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
肥
の
施
用
（
時
期
：
4
月
上
旬
）

　

施
肥
名
・
量
に
つ
い
て
は
、
各
営
農
指

導
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ス
カ
シ
バ
コ
ン
L
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！！

　

40
本
～
100
本
／
10
ａ

　

県
う
め
研
究
所
・
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成
21

年
よ
り
試
験
を
実
施
し
、
防
除
効
果
も
確

認
し
て
い
ま
す
。
10
ａ
あ
た
り
50
本
を
厳

守
し
、
地
域
全
体
で
コ
ス
カ
シ
バ
か
ら
梅

産
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
以
上
、
被

害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
農
家
1

人
1
人
の
設
置
が
重
要
で
す
。
産
地
全
体

の
設
置
で
効
果
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
被

害
の
ひ
ど
い
園
で
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ

ロ
ア
ブ
ル
（
4,000
倍
／
前
日
）
を
散
布
し
密

度
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

あ り

ド

ぐ

イガ

梅
園
管
理
に
つ
い
て

3
月
か
ら
は
、
防
除
期
で
す
。
農
薬

の
使
用
基
準
は
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。
農

薬
散
布
後
は
、
す
み
や
か
に
防
除
暦
へ

の
入
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

梅
の
防
除
に
つ
い
て

み
つ
ば
ち
回
収
終
了
後
、
幼
果
が
見
え

る
前
ま
で

◦
か
い
よ
う
病

　
　

Z
ボ
ル
ド
ー　

500
倍
（
葉
芽
発
芽
前
）

　
　

ク
レ
フ
ノ
ン　

200
倍

　
　
　

又
は

　
　

Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
６
６
Ｄ　

50
倍

（
葉
芽
発
芽
前
）

◦
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　
　

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤　

4,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

＊�

銅
剤
は
幼
果
が
見
え
て
い
れ
ば
、
薬
害

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。

＊�

灰
色
か
び
病
多
発
園
で
は
、
ロ
ブ
ラ
ー

ル
水
和
剤　

1,500
倍
（
45
日
前
／
2
回
）

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

発
芽
期

◦
か
い
よ
う
病

　
　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　
　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

◦
黒
星
病

　
　

デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　
　
　

2,000
倍

（
45
日
前
／
1
回
）

　
　

又
は

◦
黒
星
病
（
多
発
園
）

　
　

ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤　
　
　

3,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

幼
果
期

◦
か
い
よ
う
病

　
　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　
　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

◦
黒
星
病

　
　

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

（
21
日
前
／
3
回
）

　
　
　

又
は

　
　

水
和
硫
黄
剤　
　
　
　
　
　

500
倍

う 

め



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�不注意になりやすい期間。慣れている作業でも確認を忘れずに。大自然に触れることでリフレッシュできます　
【健康運】順調。ストレッチで血行促進を図って　【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ蟹　座 6/22～
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剪
定

　

近
年
は
同
一
園
地
内
に
お
け
る
樹
の
ば

ら
つ
き
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
樹

が
豊
作
型
か
不
作
型
か
を
見
極
め
て
剪
定

方
法
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
作
型
の
樹
で
は
、
春
枝
の
量
を
整
理

調
節
し
同
時
に
新
梢
の
発
生
を
促
進
さ
せ

て
下
さ
い
。

不
作
型
の
樹
で
は
、
で
き
る
だ
け
昨
年

発
生
し
た
春
枝
を
残
し
て
、
混
み
合
っ
た

部
分
の
枝
の
み
剪
定
し
て
下
さ
い
。
無
理

に
剪
定
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
は
①
樹
高
を
下
げ
る
②
主
枝

と
の
競
合
枝
を
間
引
く
③
内
向
枝
、
立
ち

枝
、
下
垂
枝
を
除
く
④
枯
れ
枝
を
除
去
し

て
下
さ
い
。

樹
全
体
に
光
が
よ
く
当
た
り
、
病
害
虫

防
除
や
摘
果
、
収
穫
作
業
の
し
や
す
さ
も

考
慮
し
な
が
ら
、
樹
作
り
を
行
っ
て
下
さ

い
。 柑

橘
類

春
肥
の
施
用
と
春
草
の
除
去

　

春
肥
は
、
開
花
結
実
や
新
梢
伸
長
な
ど

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
重
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
柑
橘
類
施
肥
基
準
を
参
考
に
施
肥

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
地
温
の
上
昇
に
と

も
な
い
、
雑
草
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
の

で
除
去
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
の
防
除

　

12
月
～
1
月
に
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て

い
な
い
園
で
は
、
3
月
中
下
旬
に
80
倍
で

散
布
し
て
下
さ
い
。
こ
の
時
期
の
散
布
は

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や
サ
ビ
ダ
ニ
の
密
度
を
下

げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
し

終
え
た
中
晩
柑
類
よ
り
、
か
い
よ
う
病
の

防
除
と
し
て
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
６
６
Ｄ
を
50

倍
で
散
布
し
て
下
さ
い
。
マ
シ
ン
油
と
の

散
布
間
隔
は
約
2
週
間
で
す
。

苗
木
の
植
え
付
け

　

植
え
付
け
の
際
は
深
植
え
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
根
元
の
接
木
部
分
を
必
ず
上
に

出
し
、
活
着
を
促
進
す
る
た
め
枝
の
切
り

返
し
と
必
ず
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
強
風
で
倒
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
支
柱
立
て
も
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

温
度
管
理

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
上
昇
に
よ
る
草
勢

や
果
実
内
容
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
適

度
な
換
気
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。ま
た
、

着
果
位
置
を
下
げ
る
こ
と
も
効
果
的
で

す
。特

に
、
ア
イ
コ
は
日
焼
け
果
の
発
生

が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
天
候
を
確
認
し

な
が
ら
遮
光
の
準
備
を
行
っ
て
下
さ

い
。

●
ピ
ー
マ
ン
・
ナ
ス

潅
水
・
追
肥

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
葉
か
ら
の
蒸

散
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
ま
た
着
果
も

多
く
な
る
た
め
、
潅
水
の
間
隔
を
短
く

し
、
液
肥
の
量
を
増
や
す
こ
と
も
必
要

で
す
。
た
だ
し
、ピ
ー
マ
ン
の
追
肥
は
、

液
肥
を
中
心
に
行
う
と
尻
腐
り
果
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
置
き
肥
を
中
心

に
行
っ
て
下
さ
い
。

尻
腐
り
果
の
予
防
に
、
Ｃ
ａ
液
肥
を

月
に
2
回
、
５
Ｌ
／
10
ａ
を
流
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
尻
腐
り
果
が
少
し
で
も

発
生
し
た
場
合
、
葉
面
散
布
剤
の
ほ
う

が
効
果
が
高
い
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

葉
面
散
布
剤
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

重
要
病
害
虫

◦
黄
化
葉
巻
病

今
年
度
は
例
年
に
比
べ
、
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
と
黄
化
葉
巻
病
の
発
生
が
多
く
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、今
後
さ
ら
に

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

発
病
株
は
適
正
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

◦�

葉
か
び
病
・
す
す
か
び
病
・
う
ど
ん

こ
病

毎
年
、
春
先
の
葉
か
び
病
や
う
ど
ん

こ
病
の
発
生
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
草
勢
の
維
持
に
努
め
、
摘
葉

や
予
防
的
な
薬
剤
散
布
で
対
応
し
て
下

さ
い
。

収
穫

　

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
徐
々
に
収
穫

の
間
隔
も
狭
ま
っ
て
き
ま
す
。
草
勢
の

維
持
や
、
軟
化
果
・
過
熟
果
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
に
、
適
期
収
穫
を
行
っ
て
下

さ
い
。

野 

菜 

類



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�プラス思考が幸運を引き寄せる兆し。何事も攻めの姿勢で行動を起こして。クリエーティブな活動もお勧め　
【健康運】張り切り過ぎ注意。運動前は準備運動を　【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ獅子座 7/23～
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【
交
配
期
～
交
配
、
着
果
】

交
配
前
の
ツ
ル
引
き
、
整
枝

①�

ツ
ル
引
き
時
に
は
、
各
ツ
ル
の
草
勢

に
勝
ち
負
け
が
で
き
な
い
よ
う
に
、

ツ
ル
先
の
位
置
を
で
き
る
限
り
揃

え
、
ま
た
ツ
ル
間
を
均
等
に
と
る
な

ど
、
各
ツ
ル
に
光
が
よ
く
当
た
る
よ

う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②�

ツ
ル
引
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
草
勢
に

よ
り
調
整
し
ま
す
。

《
ミ
ツ
バ
チ
交
配
の
注
意
点
》

　

毎
年
、
交
配
用
に
貸
し
出
し
て
い
る

ミ
ツ
バ
チ
の
死
亡
率
が
高
く
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
再
度
、
使
用
方
法
や
栽

培
管
理
等
を
確
認
し
、
適
正
使
用
に
努

め
て
下
さ
い
。

確
認
事
項

①�

定
植
時
に
植
え
穴
へ
モ
ス
ピ
ラ
ン
粒

剤
以
外
の
薬
剤
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
使
用
は
絶
対
し

な
い
で
下
さ
い
。

②�

交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
は
、
交
配
数
日
前

か
ら
余
裕
を
も
っ
て
圃
場
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

③�

ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
、
必
ず
ト
ン
ネ

ル
の
両
端
に
穴
を
あ
け
、
ミ
ツ
バ
チ

の
逃
げ
穴
を
作
っ
て
下
さ
い
。

④�

交
配
期
間
中
は
、
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ

ル
を
閉
め
切
ら
な
く
て
も
、
ミ
ツ
バ

チ
は
逃
げ
ず
に
交
配
作
業
を
行
い
ま

す
。
ミ
ツ
バ
チ
を
逃
が
さ
な
い
よ
う

に
と
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
を
閉
め
切

る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
内
や
ト
ン

ネ
ル
内
が
過
度
に
高
温
と
な
り
、
ミ

ツ
バ
チ
の
体
力
を
消
耗
さ
せ
、
交
配

作
業
を
行
わ
な
く
な
り
ま
す
。

整
枝早

め
に
側
枝
の
摘
心
や
切
り
返
し
を

行
う
と
と
も
に
内
向
枝
を
整
理
し
て
、

側
枝
の
吹
き
と
果
実
の
肥
大
を
促
進
さ

せ
て
下
さ
い
。

ナ
ス
に
つ
い
て
、
4
月
下
旬
か
ら
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
を
入
れ
る
場
合
は
、
摘
葉

し
光
が
よ
く
当
た
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
活
動
を
良
く
す
る
た
め
の
準
備
を

し
て
下
さ
い
。
農
薬
に
つ
い
て
も
、
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
へ
の
影
響
日
数
に
気
を
付

け
て
、
散
布
し
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

ま
も
な
く
3
月
定
植
栽
培
で
は
定
植

時
期
と
な
り
、
2
月
定
植
ハ
ウ
ス
栽
培

で
は
交
配
期
と
な
り
ま
す
。
一
斉
着
果

を
目
指
す
ス
イ
カ
栽
培
に
お
い
て
、
交

配
期
の
温
度
管
理
、
草
勢
管
理
は
栽
培

期
間
中
で
最
も
大
切
な
作
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
再
度
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

し
、
栽
培
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。

【
交
配
前
の
温
度
管
理
】

　

交
配
の
3
日
前
頃
か
ら
は
、
夜
温
の

確
保
に
努
め
雄
花
の
充
実
を
促
し
ま
し

ょ
う
。
温
度
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
夕

方
ハ
ウ
ス
（
ト
ン
ネ
ル
等
）
を
早
め
に

閉
め
、
閉
め
た
後
に
ハ
ウ
ス
（
ト
ン
ネ

ル
等
）
内
の
温
度
が
少
し
上
昇
す
る
程

度
を
目
安
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

交
配
期
目
標
確
保
夜
温
：
15
℃
以
上

【
交
配
作
業
】

①
整
枝
本
数
と
交
配
節
位

◦�

5
本
整
枝　

4
果
着
果
→
20
節
前
後

の
4
番
花
を
中
心
に
一
斉
着
果
を
狙

い
ま
し
ょ
う
。

◦�

4
本
整
枝　

3
果
着
果
→
15
節
前
後

の
3
番
花
を
中
心
に
一
斉
着
果
を
狙

い
ま
し
ょ
う
。

②�

交
配
が
上
手
く
い
か
ず
、
着
果
が
ば

ら
つ
い
た
時
に
は
、
再
度
ツ
ル
を
引

き
直
し
、
次
の
花
で
再
度
一
斉
着
果

を
狙
い
ま
し
ょ
う
。
着
果
が
ば
ら
つ

く
と
変
形
果
や
裂
果
、
ツ
メ
入
り
果

の
発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。

草　　勢 ツルを引くタイミング
弱い場合 交配前 7 日前後
普　　通 交配前 5 日前後
強い場合 交配前 3 日前後

※草勢とツル引きのタイミング

※�草勢が非常に強く、スムーズな交配が難しい場合、
草勢調整を行うため、交配前の葉面散布剤使用を検
討する必要があります。使用の際は、各営農指導員
までご相談下さい。



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�持久力がいまひとつ。何かを始めても中途半端になりやすいよう。新しいことに取り組むなら、正確な情報収集を　
【健康運】スポーツに励むと上達がスムーズなはず　【幸運を呼ぶ食べ物】ポンカン乙女座 8/23～
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●
7
・
8
月
咲
き
小
菊

定
植
苗
は
白
さ
び
病
な
ど
の
病
害
虫

の
な
い
も
の
を
使
用
し
、
で
き
る
だ
け

大
き
さ
の
揃
っ
た
も
の
を
12
～
15
㎝
程

度
の
株
間
で
、
日
照
の
悪
い
所
は
広
め

に
す
る
な
ど
、
圃
場
条
件
に
合
わ
せ
て

植
付
け
し
て
下
さ
い
。

仕
立
て
本
数
は
基
本
3
～
4
本
程

度
、
ピ
ン
チ
は
定
植
後
10
～
14
日
位
で

行
い
、
強
い
芽
は
他
の
芽
の
生
育
に
影

響
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
揃
っ
た
芽

を
残
す
よ
う
に
行
っ
て
下
さ
い
。

●
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー

温
度
、
湿
度
と
も
に
高
く
な
っ
て
き

ま
す
の
で
、
ム
レ
や
シ
ミ
の
発
生
や
草

勢
の
低
下
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
病
害
虫
も
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
特
に
う
ど
ん
こ
病
、
ア

ブ
ラ
ム
シ
類
の
発
生
に
注
意
し
、
初
期

防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
ス
タ
ー
チ
ス

日
照
量
・
温
度
が
上
昇
し
、
開
花
ペ

ー
ス
が
早
く
な
り
、
ブ
ラ
シ
（
ガ
ク
）

も
退
色
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
切
り

遅
れ
の
な
い
よ
う
に
、
採
花
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
色
あ
せ
の
軽
減
等
、
品
質

を
保
つ
た
め
、
防
風
ネ
ッ
ト
や
遮
光
資

材
を
利
用
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や

日
照
量
を
抑
え
て
下
さ
い
。

切
り
花
を
続
け
る
圃
場
で
は
施
肥
、

潅
水
管
理
を
徹
底
し
、
病
害
虫
の
発
生

に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
草

蒸
し
込
み
（
内
張
り
）
を
外
す
時
は
、

一
気
に
外
さ
ず
、
徐
々
に
慣
ら
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
曇
天
、
雨
天
時
に
行

い
、
葉
焼
け
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

内
張
り
を
外
し
た
後
、
日
中
は
生
風

に
注
意
し
て
、十
分
換
気
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
品
物
に
な
ら
な
い
下
枝
（
ネ

ッ
ト
の
高
さ
程
度
ま
で
）
は
必
ず
整
理

し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
（
う
ど
ん
こ
病
、
ス
リ
ッ
プ

ス
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

等
）
の
発
生
に
注
意
し
初
期
防
除
に
努

め
て
下
さ
い
。

花
き
類

【
着
果
～
初
期
肥
大
期
】

《
着
果
棒
立
て
》

　

着
果
棒
を
立
て
る
間
隔
は
3
日
で

す
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ

た
色
棒
を
立
て
、
作
業
終
了
次
第
Ｊ
A

へ
報
告
し
て
下
さ
い
。

【
初
期
肥
大
期
の
栽
培
管
理
】

①�

摘
果
は
、
果
実
が
鶏
卵
大
の
大
き
さ

に
な
る
ま
で
行
い
、
果
実
の
初
期
肥

大
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

②�

着
果
後
2
週
間
は
、
ハ
ウ
ス
内
や
ト

ン
ネ
ル
内
の
温
度
管
理
は
、
30
℃
前

後
の
や
や
高
め
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
極
端
な
高
温
は
、
果

実
や
葉
、
ツ
ル
が
日
焼
け
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

③�

潅
水
は
、
草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
数

回
実
施
し
、
初
期
肥
大
を
促
し
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
一
度
に
極
端
な
潅

水
は
、
裂
果
や
ツ
メ
入
り
果
の
発
生

に
繋
が
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。
潅
水
量
は
、
1
回
目
は
少
な
く

し
、
徐
々
に
潅
水
量
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
土
ぶ
せ
栽
培
の
圃
場
準
備
】

　

長
雨
や
豪
雨
対
策
と
し
て
、
排
水
路

を
広
め
に
と
り
、
高
畝
に
し
、
根
域
を

確
保
し
て
下
さ
い
。

●
豆
類

○
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
・
キ
ヌ
サ
ヤ

気
温
の
上
昇
に
伴
い
生
育
が
早
く
な

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
収
穫
が
遅
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
、
気
温
の
上
昇
に
伴

い
潅
水
は
こ
ま
め
に
実
施
し
て
下
さ

い
。

春
取
り
う
す
い
・
整
枝
作
業

降
霜
の
危
険
性
が
な
い
場
所
か
ら
整

枝
し
て
下
さ
い
。

整
枝
本
数
は
、
圃
場
条
件
に
よ
っ
て

調
整
し
て
下
さ
い
。



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�ささいなことで落ち込んだり、傷ついたりしやすく、勢いをキープできない期間。あれこれ考え過ぎない方が吉　
【健康運】同じ姿勢を続けず、適度に体をほぐして　【幸運を呼ぶ食べ物】しらす天秤座 9/23～
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緊急情報 　今年の中晩柑類にアカマルカイガ
ラムシとサンホーゼカイガラムシ（ナ
シマルカイガラムシ）が多発してい
ます !!

　2～3年前から発生していたものが昨年急激に増殖したものと思われます。

　また、温州みかんよりも中晩柑で発生が多いのは樹が高く薬剤の散布ムラや冬季マシン油乳剤

の未散布も原因のひとつと考えられます。発生園では下記の防除対策を参照して下さい。

　今後も多発する恐れがあるため発生状況を調査し各地区での会議や講習会等を通じお知らせ
していきます。

【当面の防除対策】

アカマルカイガラムシ サンホーゼカイガラムシ

時　　　期 作 業 内 容

3 月

①　剪定時に寄生枝葉を切り落として処分する。
②　�葉や枝が重なり合っている部分は薬剤がかかりにくい上、発

生源にもなるため枝を間引いて通気性を改善する。
③　�冬季にマシン油無散布園では 3 月中旬にアタックオイル 60

倍又はハーベストオイル 60 倍を樹全体にムラなく葉裏まで
丁寧に散布する。

5 月中下旬～
6 月上旬

第 1 世代の発生時期であるためアプロード水和剤 1,000 倍（温
州　収穫前日数 14 日／使用回数 3 回以内、中晩柑　収穫前日
数 45 日／使用回数　3 回）を樹全体にムラなく葉裏まで丁寧
に散布する。（スタークル顆粒水溶剤又はアルバリン顆粒水溶剤
2,000 倍　収穫前日数前日／ 3 回以内も良い。）



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】周囲のマイナス部分に目が行く暗示。口うるさくして、トラブルを招かないよう、ご用心。見守る気持ちが大事　
【健康運】無理なダイエットはNG。自然体が一番　【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ蠍　座10/24～
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15 インフォメーション

家 庭 菜 園

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
カ
ボ
チ
ャ
の
仲
間
ペ
ポ
種
の
一
つ
。

節
間
が
短
縮
さ
れ
つ
る
と
し
て
伸
び
な
い
の
で
「
つ
る

な
し
カ
ボ
チ
ャ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。「
サ
マ
ー
ス
カ
ッ

シ
ュ
」
の
別
名
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
へ
は
50
余
年
前
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時

は
食
習
慣
に
な
じ
ま
ず
、
利
用
は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
洋
風
料
理
に
向
く
こ
と
が
分
か
り
、

近
年
人
気
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
力
は
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
う
に
長
形
で
緑
色
で
し
た
が
、

近
頃
は
図
の
よ
う
に
黄
色
や
球
形
な
ど
、
色
、
形
の
異

な
る
新
品
種
も
種
々
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
需
要
を
大

き
く
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

　

種
の
ま
き
ど
き
は
4
月
中
旬
～
5
月
上
旬
で
す
。
カ

ボ
チ
ャ
に
準
じ
て
3
～
3
・
5
号
の
ポ
リ
鉢
に
2
～
3

粒
ま
き
と
し
、
育
つ
に
つ
れ
て
1
本
立
て
に
し
、
本
葉

4
～
5
枚
に
育
て
て
畑
に
植
え
出
し
ま
す
。

　

茎
は
短
縮
さ
れ
、
葉
は
大
型
で
株
元
付
近
が
込
み
合

っ
た
状
態
に
育
つ
の
で
、
元
肥
の
窒
素
成
分
は
控
え
め

に
施
し
、
株
間
60
㎝
、
畝
間
180
㎝
と
広
め
に
植
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
葉
が
込
み
合
い
が
ち
な
の
で
多
湿
を
嫌

い
ま
す
。
畑
は
排
水
の
良
い
所
を
選
び
、
畝
を
高
め
に

作
り
、
ポ
リ
マ
ル
チ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

葉
が
大
き
く
、
葉
柄
は
太
く
て
中
空
な
の
で
、
風
に

振
り
回
さ
れ
た
り
反
転
し
や
す
く
、
そ
の
傷
口
か
ら
病

原
菌
が
入
る
場
合
が
多

い
の
で
、
図
の
よ
う
に

短
い
支
柱
を
株
元
に
、

茎
を
挟
む
よ
う
交
差
さ

せ
て
立
て
、
ひ
も
で
結

ん
で
固
定
し
ま
す
。

　

生
育
が
旺
盛
に
な
り

葉
が
込
み
合
う
よ
う
に

な
っ
て
き
た
ら
、
株
元

付
近
の
葉
を
1
～
2
枚

ず
つ
、
果
実
も
適
宜
間
引
き
、
健
全
に
育
て
ま
す
。
肥

大
す
る
果
実
が
多
く
な
っ
て
き
た
ら
、
半
月
に
1
回
ぐ

ら
い
化
成
肥
料
と
油
か
す
を
追
肥
し
ま
す
。

　

果
実
は
短
縮
し
た
茎
の
各
節
に
付
き
、
開
花
後
の
肥

大
は
早
い
の
で
、
長
形
果
種
は
長
さ
20
㎝
ほ
ど
に
、
球

形
果
種
は
径
6
～
8
㎝
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら
遅
れ
ず
に

収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
早
い
時
期
に
は
雄
花
を
探
し
て
人

工
授
粉
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
露
地
栽
培
で
は
昆

虫
が
活
動
す
る
の
で
、
放
任
し
て
お
い
て
も
よ
く
実
止

ま
り
し
ま
す
。
降
雨
が
続
い
た
り
し
て
多
湿
に
な
る
と
、

花
弁
が
し
お
れ
て
果
実
に
付
き
、
腐
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
花
弁
を
早
め
に
取
り
除
き
ま
す
。

　

代
表
的
な
食
べ
方
は
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
と
一
緒
に

煮
込
む
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
。
油
で
一
度
炒
め
て
か
ら
煮
込

む
と
カ
ロ
テ
ン
の
吸
収
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

簡
単
な
の
は
輪
切
り
に
し
て
バ
タ
ー
で
炒
め
て
チ
ー

ズ
の
付
け
合
わ
せ
に
。
ゆ
で
て
塩
と
レ
モ
ン
汁
を
振
っ

て
サ
ラ
ダ
に
。
縦
に
薄
く
切
っ
て
帯
状
に
し
、
ゆ
で
て

サ
ー
モ
ン
や
ト
マ
ト
な
ど
彩
り
の
良
い
材
料
を
巻
き
オ

ー
ド
ブ
ル
に
。
そ
の
他
グ
ラ
タ
ン
、
唐
揚
げ
、
ガ
ー
リ

ッ
ク
炒
め
に
、
さ
ら
に
は
開
花
中
の
花
弁
を
花
ズ
ッ
キ

ー
ニ
に
と
、
用
途
は
限
り
な
く
広
が
り
ま
す
。

板木技術士事務所　●板木利隆

上手に育てておいしく食べようズッキーニ

※�関東南部以西の平たん地を基準に
記事を作成しています。

桜
は
寒
暖
が
必
要

　

桜
が
早
く
咲
く
か
遅
く
咲
く
か
は
、

気
温
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
春
先
に

暖
か
け
れ
ば
早
く
咲
く
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
暖
か
く
て
も
早
く
咲
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

桜
は
、
夏
に
花
の
芽
を
作
り
ま
す
。

秋
に
な
る
と
「
休
眠
」
と
い
っ
て
、
花

の
芽
は
い
っ
た
ん
眠
り
に
入
り
成
長
を

止
め
ま
す
。
冬
に
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
る

と
、
眠
り
か
ら
目
を
覚
ま
し
、
そ
の
後

は
暖
か
さ
で
成
長
し
開
花
し
ま
す
。
暖

冬
に
よ
り
寒
さ
が
弱
い
と
、
す
っ
き
り

目
を
覚
ま
さ
ず
、
そ
の
後
、
暖
か
く
な

っ
て
も
成
長
が
鈍
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

寝
ぼ
け
て
い
る
と
出
掛
け
る
支
度
が
進

ま
な
い
人
間
と
同
じ
で
す
ね
。

　

冬
に
は
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
特
に
温
暖
な
地
域
で
暖
冬

に
な
る
と
影
響
が
あ
り
、
伊
豆
諸
島
の

八
丈
島
で
は
、
開
花
が
遅
れ
た
だ
け
で

は
な
く
、
満
開
に
な
ら
な
い
ま
ま
葉
桜

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
年
が
あ
り
ま
し
た
。

　

温
暖
化
が
進
む
と
、
そ
の
他
の
地
域

で
も
、
き
れ
い

に
咲
き
そ
ろ
わ

な
い
こ
と
が
出

て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�楽しいことに縁がありそう。お花見などの飲み会やイベントに誘われたら、気軽にOKを。幹事役をするのも◎　
【健康運】暴飲暴食に気を付けて。ほどほどが賢明　【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ射手座11/23～

12/21

16インフォメーション

○
協
議
事
項

（
1
）�

Ｊ
Ａ
新
規
就
農
応
援
資
金
融
資
要

項
の
制
定
つ
い
て

（
2
）�

自
然
災
害
対
策
資
金
融
資
要
項
の

制
定
に
つ
い
て

（
3
）�

農
業
振
興
資
金
融
資
要
項
の
改
正

に
つ
い
て

（
4
）�

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
融
資
要
項
の
改
正
に

つ
い
て

（
5
）�

オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ャ（
Ｏ
Ｔ
Ｍ
）

の
導
入
に
つ
い
て

（
6
）�

オ
ー
プ
ン
出
納
機
導
入
に
伴
う
固

定
資
産
取
得
に
つ
い
て

（
7
）�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い

て

（
8
）�

所
在
不
明
組
合
員
の
資
格
喪
失
に

つ
い
て

（
9
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
10
）
就
業
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

（
11
）
職
制
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

（
12
）
職
能
資
格
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

（
13
）
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

（
14
）�

役
職
定
年
制
実
施
内
規
の
改
正
に

つ
い
て

（
15
）
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
16
）�

平
成
28
年
度
中
央
会
期
中
監
査
Ⅰ

に
お
け
る
改
善
指
示
事
項
に
対
す

る
処
理
状
況
報
告
書
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

○
報
告
事
項		



①　

�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告
に

つ
い
て

②　

�

新
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
荷
受
操
作
盤
の

更
新
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

第
10
回 日 

時 

： 

平
成
29
年
２
月
27
日

場 

所 

：
Ｊ
Ａ
本
店
3
階
会
議
室

退
職
者
の
お
知
ら
せ西田　友紀

【川辺支店】

樋口　悠大
【御坊営農販売センター】

平
成
29
年
2
月
28
日
付　
【　
　

】
内
は
前
部
署
で
す
。



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�気持ちばかり大きくなってしまうかも。頼まれ事を安請け合いしないよう、冷静に。鏡を磨くと開運効果あり　
【健康運】安泰。スポーツを満喫するチャンスです　【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ山羊座12/22～

1/19

17 インフォメーション

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

12

【JA紀の里発信】

県内JA広報誌共通企画

JA紀の里と（株）エーデルワイン（岩手花巻）とのコラボレーション企
画で昨年11月に誕生したJA紀の里オリジナル梅ワイン「梅のはぢら
ひ」。
赤ワインタイプは、JA紀の里管内で生産された木熟梅と岩手花巻市
産のキャンベルぶどうで醸造したワインを使用し、熟した梅の甘い香り
とキャンベルぶどうの華やかな香りが調和した濃厚な味わいが特徴。
白ワインタイプは岩手花巻市産のフジりんごで醸造したワインを使
用し、熟した梅の甘い香りとフジりんごの華やかな香りが調和した濃厚
な味わいとなっています。ぜひ一度ご賞味下さい。

こんなのあります！
JA紀の里オリジナル梅ワイン
「梅のはぢらひ」

【価　　格】赤白いずれも税込み1,300円（アルコール6%）内容量360ml
【お問合せ】JA紀の里販売部直売課　☎︎ 0736－73－7500　

【取り扱い】JA紀の里農産物直売所めっけもん広場

　　　　　　　　　〃　　　　　　OINACITY( おいなシティ )

和歌山県の中心部に位置する田辺市龍神村。緑あふれる
大自然に囲まれたこの村に、1 つの慰霊碑があります。

今から 71 年前の昭和 20 年 5 月 5 日、龍神村殿原西
ノ谷の上流に B29 戦闘機が墜落。慰霊碑はその乗務員
11 名のために、昭和 22 年 12 月 12 日に墜落現場に建
立されたものです。戦争により命を落とした米兵の御霊を
祈り、村人たちは毎年欠かすことなく、5 月 5 日に慰霊
祭を続けています。地域では今後も戦争の悲惨さを風化さ
せることなく地域の歴史の 1 つとして、2 度と戦争を起
こしてはならないという思いを、後世に語り継がなければ
ならないと思っています。

現在は臨済宗大應寺とカトリック教会による儀式を行っ
ています。宗教に関係なくどなたでも参加いただけます。
当日は地域の婦人会や愛殿会のメンバーなどが『殿々広場』
と題して餅つきや多数の地域産物の販売等をしています。

毎年、遠方からもたくさんの方々が慰霊祭に訪れます。
皆様も一度訪れてみてはいかがでしょうか。楽しいで～。

【住所】〒 645-0413　
龍神村殿原（宮ノ尾南原）1280

B29慰霊碑

【写真】龍神支店　
古久保　真介

※�幾多の自然災害に遭遇しながら平成 5 年
9 月、6 回目の移転で現在地に設置。



4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�人気運が急上昇。性格の良い部分がアピールされ、常に話の輪の中心に。話題のスポットへ遊びに行くと刺激大　
【健康運】寝不足気味な月。良質な睡眠を心掛けて　【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ水瓶座 1/20～

2/18

18読者の広場

ポニーのチェリーと、ヤギのメリー、ケンタはご近所の人気者。主食は野菜で、よく
食べて元気いっぱいです。チェリーは、毎日夕方5時頃に散歩をするのが日課です。
米原さんは「３匹とも、子どものようにかわいがっています」と話します。

御坊市野口

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  

行

●先月号の答えは
 「クロッカス」でした

2 月号応募数：145 通

プレゼント!

ミニトマト王
お

糖
と

姫
ひめ

●締切　
3月31日（金）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

② �起立､ 礼､ ――
⑤ �手紙のこと｡ お――をありがと

う
⑦ �花などで作られたハワイの首飾

り
⑧ 漢字などに付ける振り仮名
⑨ 食材を切るときに置きます
⑪ ――に決めず､ 慎重に考えたい
⑫� ｢おやつは冷蔵庫の中｣ ｢洗濯物

入れておいて｣ のようなメモ
⑭ とげのある美しい花
⑮�� �雄鹿には枝分かれした物が生え

ます
⑯ � バジルやタイム、ミントなど
⑰ �酔っぱらってあちらへフラフ

ラ、こちらへヨロヨロ

① 青く光るイカ｡ 富山湾の名物です

② 積もれば山となります

③ 鮮やかな赤のこと

④ �徳川家康は――大将軍に任ぜられま

した

⑥ スペアともいいます

⑨ 長年掛けた保険が――を迎えた

⑩ 七福神が乗っています

⑪ 焼きそばやたこ焼きに掛けます

⑬ 美空ひばりのヒット曲『東京――』

⑭ カウンターのある洋風酒場

⑯ 川を渡るために架けます

二重マスの文字をA～ Eの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

正解者の中から抽選で５名の方に、

■ヨコのカギ■タテのカギ

飼い主：米原　哲
てつ

史
し

さん
チェリー（ポニー）
メリー（ヤギ）
ケンタ（ヤギ）

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがきまた
は FAX（0738-32-7140）にてご応
募下さい。
　皆様からお寄せいただいたおたより、
感想等は広報誌・HP 上に掲載させて頂
く場合がございます。その際は市町村・
イニシャルを使用させて頂きます。ご
了承下さい。

チェリー

メリー＆ケンタ



【全体運】�リラックス気分で過ごせるはず。のんびり好きなことを堪能しましょう。新しい楽しみを開拓するのも好結果に　
【健康運】口コミに注目を。耳寄り情報を入手可能　【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

4月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19～
3/20

19 ふれあいコーナー・表紙紹介

寧々ちゃんはマイペースな性格です
が、勉強や習い事に真面目に取り組む
頑張り屋さんです。ジュニアバレーボ
ールクラブ「名田ソレイユ」に所属し、
少ない人数ですが、皆仲良く頑張って
います。

珀空くんは好奇心旺盛で色んな事に
挑戦します。今はお姉ちゃんと一緒に
バレーを習い、男子バレー部を作ろう
と頑張っています。

表紙紹介
今年の 4 月から孫が保育園デビュ

ーです。もうすぐ 3 歳、ちょっと心配。
たくさんのお友達の中で、色んなこ
とを覚えて、成長していくんでしょ
うね。毎日の出来事をおしゃべりし
てくれるかな？今から楽しみです。
くらしの活動で管内の保育園・幼稚
園に行くことが多々ありますが、あ
らゆることに気を配り、年齢に応じ
た接し方、毎日がまさに楽しい戦争！
体力のいるお仕事だと思います。ど
んな仕事でも、しんどい時があるで
しょうが、その中でやりがいと、楽
しさを見つけて、私は自分なりに頑
張っていきたいなと思います。

編集後記

小森　寧
ね

々
ね

ちゃん（9才）
　　　珀

は

空
く

くん（7才）

�ご両親からのメッセージ　
　勉強もバレーも遊びも思いっきり頑張れ！！お友達を大切にね。

名田町上野

妻
乗
り
気　

終
活
し
ま
し
ょ　

ツ
ア
ー
旅�

（
塩
屋
町　

P.N
凡
骨
堂
）

啓け
い

蟄ち
つ

に　

ゴ
ソ
ゴ
ソ
俳は

い
出
る　

コ
タ
ツ
族（

日
高
川
町　

P.N
あ
き
に
ぃ
）

ア
ル
ミ
貨
の　

単
位
侘
び
し
い　

手
内
職�

（
印
南
町　

P.N
酔
芙
蓉
）

川
　
柳

く
の
い
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
て
も
楽
し
い
お

店
や
手
芸
そ
の
他
、
1
日
中
い
て
も
飽
き
な
い
程
で

し
た
。
私
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
コ
ケ
玉
に
お
花
を
植

え
今
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。�（
御
坊
市 

N
・
K
）

◎
く
の
い
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
沢
山
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
く
続
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド
を
参
考
に
し
て
家
庭
菜
園
を
し
て

い
ま
す
。（
2
月
号
）
Ｐ
17
の
「
み
ち
し
お
の
湯
」
の

よ
う
な
施
設
紹
介
に
お
い
て
は
利
用
料
金
も
明
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
一
考
を
お
願
い

し
ま
す
。�

（
美
浜
町　

W
・
Y
）

◎
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
み
ち

し
お
の
湯
」
利
用
料
金
は
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）

…
600
円
、
小
人
（
3
歳
～
小
学
生
以
下
）
…
300
円
、

障
害
者
手
帳
保
持
者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
お
よ

び
満
70
歳
以
上
、
介
添
人
…
510
円
、
日
高
町
在
住
60

歳
以
上
の
方
限
定
…
300
円
（
受
付
時
に
申
し
出
）
と

な
っ
て
お
り
、
以
上
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

今
後
は
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
知
っ
て
い
る
所
が

載
っ
て
い
る
と
嬉
し
い
」「
知
ら
な
か
っ
た
、
行
っ
て

み
よ
う
か
な
」
と
い
う
お
声
を
よ
く
頂
き
、
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

読
者
か
ら
の
お
便
り 南

天
の
実
の
一
際
に
鮮
や
か
に
紅
く
垂
れ
い
る
積
雪
の
庭

（
龍
神
村　

M
・
F
）

短
　
歌

黄
梅
の
影
捉
え
け
り
花
頭
窓�

（
印
南
町　

P.N
井
蛙
）

俳
　
句
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JA Kishu
COOKING

vol.035

イノシシ、シカなどのスライス肉
� 400〜500g
白菜� 1／4玉
水� 1L
本だし� 大さじ1

イノシシ、シカなどの
ブロック肉� 100g
塩コショウ� 適量
マヨネーズ� 大さじ1
からし（マスタード）
� 大さじ1

＊ 材 料 ＊

シシ肉のミルフィーユ鍋とろろがけ
＆シカ肉のホイル焼きブルーベリーソース添え

＊ 作 り 方 ＊
●シシ肉のミルフィーユ鍋とろろがけ

●シカ肉のホイル焼きブルーベリーソース添え

産直部会　顧問

清水　俊夫さん

みそ� 大さじ5
しょうゆ� 大さじ1
しょうが（千切り）� 50g
とろろいも（すりおろす）� 200g
お好みで一味とうがらし� 適量

ブルーベリージャム
� 大さじ1
赤ワイン� 大さじ1
しょうゆ� 小さじ2
みそ� 小さじ2
片栗粉� 小さじ1
水� 大さじ2

A

●シシ肉のミルフィーユ鍋とろろがけ
（3〜4人分）

●シカ肉のホイル焼きブルーベリーソース
　添え（1人分）

❶

白菜の葉を一枚ずつはがし
て洗い、スライス肉と交互に
重ねていく。3〜4回重ねた
ら、食べやすい幅に切る。

①を、円を描くように鍋
に敷き詰める。

水と本だしを上から入れ、
火にかけてふたをする。

具が煮えたら、みそをと
かし入れ、しょうゆを加
えて味を調える。しょう
がを加える。

最後にとろろいもをかけ、
ふたをして約 5分蒸らす。
お好みで一味とうがらし
をふっていただく。

❷ ❸ ❹ ❺

❶

ブロック肉は筋をとって
ほどよい大きさに切り、
塩コショウを全面にふり、
なじませる。

アルミホイルにマヨネーズ
とからしをぬり、①をつ
つむ。

熱したフライパンに並べ、
中火で5~10 分ほど焼く。
全面焼いたら、火を止めて
ふたをして5分蒸らす。

フライパンにＡをすべて
入れ、よく混ぜ合わせて
から熱する。とろみがつ
いたら完成。

食べやすい大きさに切り
分け、皿に盛り付ける。
ブルーベリーソース、お
好みでからし（マスタード）
をつけていただく。

❷ ❸ ❹ ❺

シシ肉のミルフィーユ鍋とろろがけ
シカ肉のホイル焼きブルーベリーソース添え

ジビエ（イノシシ、シカ肉）料理を
ご紹介！清水さんのジビエは、
Aコープかわべ産直コーナー
で販売中です！（＊セール
イベント対象品です）


